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家 畜改良の理念

夫(北大農学部)

畜産r課せられた社会的夢請の第-~あげられ吾もわは動物性蛋白質食品の増産であるが、我々人

類か必要とする動物性蛋白質はわそのもの'/JS高分号化合物η1?でも最;も複雑左構造?もち・その生合
成の過程も複雑チきわめているために、合成化会主工葬か次々と人類の愛用している天然、物す合成物に

余きかえて行きつつ杏る現在でも、動物性蛋白質食品位合成化r抗し、最後の砦を守与もlのと君!るで

芳戸八

• 
きうろーぅ。

家畜F改良はーと(r.良質で志づて晴好性もたかく、しかも高価である動物性蛋白質す生産する精巧

を機械す合わ字、人類ゎ必買アミノ酸す濃縮する機械の性能す遺伝的に改良じセ生産す向上するととに

争る。

そのだめわ元住智雄立する基礎理念!比ういてほi戦前と戦後とで仕J大、きを相違をきkし、家畜改良

σの:ラ、推進上、古古二h改良理念仕むじる障害rさえ宏つてきてい Eのか実状で<h己ろう九o もともと、家畜の改

良はそめ国の国民恒争強て反映てずず￥もの叩?でで司志 D刀'b-~一、町従来廿i 兎両改良1σわ、ι重;点長す個畜の記録向上r 歩余、レい、て

経過じ、

集団遺伝学珪論の導入は我々r多〈 σわヲ反省と今後抗加、改良方針r対する明るるiいい変草を壱-与えて〈才引れ1.たも

のと言えるo 遺伝的能力炉推宏、正確度わたかい選抜交配手段、遺伝的改良量の予測手段その他、い

わゆる能力は安易に固定できるという従来わ改良手段を根本昔、ーら変え4遺伝的改良に多大ゎ合理性を

与、えたも:のである0-'

近い将来r志、ける家畜改良への貢献度わたかいととが予測されるものとして分子遺伝学的知識があ

町一 '-l-- ー

• る。家畜の生産性を改良する場合ttr甘いわゆる量的形質か評価の対象とをるととは当然で、宇るか、一
般に多数の遺伝子によって支配されて長打‘しかも環境要因rよる変動も大きいため、能力検定、遺

伝的要因の解析、選抜交配といった過程す何回もくり返すととか必要と合る。しかし、世代間隔の短

かい中小家畜をらばともかく、大家畜ttri-.，;いては成果の可否?みきわめるまでVて長年月?ついやす点、

か難点とをるわけでトとの改良期間の短縮すねらいとする今一つの攻め手として生理遺伝学的知識の

導入か挙げられ、その生理遺伝学の基礎すす寸分子遺伝学からの家畜改良への攻略か近レ王将来実現す

を可能性を大rしているo す合わち、ヘテローシスす利用すξ際問:合理的を相性の発見、早期能力判

定わ確実在方在、最適育種環境の発貝、個体選抜の確実在手段等々W:， :との分子遺伝学的分野が大き

〈貢献する時代か間もをくくるものと思われるo 、 : 

家畜改良の実際面の進展は、間違いをい理論の上に立脚するをらば、あとは国か当面の問題のみを
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県ず家畜改良("-V:>ういわば将来へわ投資をどわ程度r考えるかによって決ま b、そして末端まで確実

に撤底する改良組織わできるととな /''''':1牛とす否。

家畜わ遺伝的改良廿、ただ外国からの優良個畜わ導入のみによっては解決されるものではま心選.

伝子と環境因ー子との相互作用令考えるとき、改良けやはりそわ国その国で充分推進し合けれは、をらを

い性格す有するもので争るととす痛感する。
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昨年12月7日の総会で支部役員の改選が行をわれ、次の方々が決定いたしました。

支部長広瀬可恒

副支部長三須幹男

支部評議員 有馬俊六郎，安藤丙午郎，遠藤清司，淵名重海，八戸芳夫，早川晋八，

平賀即稔，橋爪徳三，工藤規雄，森本明，松村宏，光本教次，難波直樹

那須正次郎，大原久友，大浦義教，先本勇吉，桜井允，鈴木省三，鈴木

徳、信，島倉亨次郎，高松三守，高倉正臣，坪松戒三，土田鶴吉，安井勉

吉田稔，遊佐孝五 (計 30名)

2. 日本畜産学会評議員の選出

支部評議員会わ選考委員会よ b推選された 7名の候補者について畜産学会正会員の信任投票の結

果、次の方々が日本畜産学会評議員r選出さ別言したo • 

平賀即稔，広瀬可恒，三須幹男，大原久友，先本勇吉，安井勉，遊佐孝五 (罰 7名)

3 昭和 43年度日本畜産学会北海道支部会計報告 (43.4.1.--44.3.31 ) 
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(内訳)銀行預金
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